












































































































































ることを百的とした制度で、 S、A、B、奨励の 4撞類があります。 sという一番大きなプロジ










枠 1、助教授枠 l、B学類の講師枠 1というように、振替に柔軟に対処することができます。し
かし、一方で、このような振替の処理は表面に現われてこないので、一般の教員には振替によっ
て教員枠がなくなっていることが見えてこないことがあるのです。したがって、教員サイドの人
事委員会が事務局と同じくらいに人事配置の現状を常に十分に把握しておかなければならないの
ですo
TARA設立の概算要求では、各TARAプロジェクトに 1名の学内教員を併任で配置して、プロ
ジェクト研究の遂行に専念させることとし、この教員をリサーチ・ 1)ーブ教員と称しました。 リ
サーチ・ 1)一ブ教員がプロジェクト研究に専念できるようにするために、教育に関する一切の業
務を免除し、そのために手薄になった教育組織(学群・学類、研究科)の教育活動を支援するた
めに特別教員配置を行うことになっていました。しかし、リサーチ・ 1)ーブ教員の教育活動の穴
埋めができるような講師以上の人材を、 3年任期で任用することはきわめて難しく、せっかくの
特別教員配置が生かされないことが分かつてきました。一方リサーチ・リーブ教員になった者は、
始めは研究に専念できると喜んでいましたが、学類・学群の授業や卒業研究指導を放棄してしま
うと、研究指導を受ける大学院生がいなくなり、その結果若手の研究補助の手助けがなくなると
いう悪循環に陥ることに気がついたのです。また、学生とくに大学院生の立場で考えますと、研
究指導を途中で放棄されては迷惑な話であります。そこで、特別教員配置を、教育組織における
教育の補充としてばかりでなく、 TARAにおける研究の支援として活用する道を開くことになっ
たのです。これで、問題がすべて解決したわけではありませんでした。すなわち、国立大学の教
員として、どこまで教育と研究を分離してその一方に専念し他方を放棄できるかという根本的な
問題が残ったのであります。
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筑波研究学菌都市移転手当と続究者調整手当
筑波研究学園都市移転手当の廃止と研究者調整手当の創設の問題は、われわれにとっては、最
近の一番大きな政策的なポイントだったと思います。筑波研究学部都市ができてからもう二ト数
年経っていますので、移転は完了したとみられれば、移転手当が廃止ーされてもしかたがないわけ
です。この廃止により60億円位の予算が浮くということで、人事院としては、それを何とか科学
技術基本法と結び付けて研究者調整手当というものを創設したいということです。 I主!立研究所の
研究者を中心にしてそれを配分して、研究者の優遇に当てたいという話しだったわけです。文部
省関係は対象にならないということで、われわれは非常'に危機!惑を感じました。 国立時f究所と共
同研究をやっている個人とか組織を色分けして、やっている者あるいは組織には手当をつけると
いうような話しが関こえてきました。個人については、例えば、外国語ーセンターとか留学生セン
ターなどの教育関係センター勤務の先生方には、研究の方はある程度犠牲にしてでも、それぞれ
勤務先の仕事を優先してやっていただいていますので、不公平になります。組織については、
部制の他大学なら、例えば、文学部は国立研究所と共同研究をやっていないから手当はしないと
いうことが言えるかもしれません。しかし、筑波大学に関しては、すべての組織が文系と理系の
先生方が混ざった学際的構成になっておりますので、色分けすることはできないということにな
ったのです。そのうえ、文系の先生方や組織でも、国立研究所との共同研究を活発に進めていら
っしゃる事例も多いことが示されたのです。そこで、筑波大学としては、オール・オア・ナッシ
ング、すなわち、筑波大学一括で対象にしてもらわない限りできないということを一貫して主張
してまいりました。幸いにして、 1月に出された人事院規則では、筑波大学は一括して対象とな
ることが決まりました。しかし、筑波にある文部省関係の図書館情報大学ですとか、医療技術短
期大学などが対象にならなかったことで残念でござし 1ます。
おわりに
5年間で総額17兆円規模の科学技指関係経費を投じようとする意欲的な科学技術基本計画では
ありますが、一方で膨大な借金を抱えた国家財政の改善、行政改革等が迫られてる現状では、大
学においても柔軟かっ競争的で開かれた研究環境作りに取り組むことが期待されています。しか
し、呂先の研究成果と研究者の優遇だけを求めるような小手先の改革であってはならないと思い
ます。科学技術が高度化した時こそ、人間と自然、の尊厳を理解する感性豊かな研究者をじっくり
と育てることが望まれているのではないでしょうか。そのために、 i捺張分野はおろか理系・文系
といった学問体系の枠をも乗り越えた教育研究の交流を盛んにしていくことが必要だと思います。
長時間にわたりまして、まとまりもなく経験談を並べたてただけで、何ら大学研究のお役に立
てなかったかと患いますが、ご静聴ありがとうございました。
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